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「技芸科施設・設備の現状と将来展望その後の経過
と今後 : 音楽科」
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 客席も 200 席程度はあるだろう。ちょっとした室内
オーケストラと合唱などは演奏可能である。木のぬく
もりが感じられてとても落ち着く。更に響きもとても
良い。学内演奏会などには最適だと思われる。本当に
素晴らしい。 
最初に載せた図面を見れば解るのだが、舞台後ろの
反響板の後方に控え室などがあり、そこに音の漏れな
い小練習室があるのが素晴らしい。演奏者というもの
は本番前に喉のコンディションを整えたり、楽器調整
などを行うため少なからず音を出すことになる。その
ために音出しのできる部屋が控え室とは別に必須なの
である。ここのようにホールへ音が漏れない練習室があ
るのは演奏者にとってとても頼もしいことなのである。 
  但し、ちょっと気になる点もいくつかある。まず、
控え室としてのスペースがもう少しあると嬉しいだろ
う。それと、演奏者が入ってくる楽屋通路や楽屋口が
観客通路と一緒になっている点も気になる。それと、
ピアノ保管室がステージに接しているのだが、保管室
の扉が少し小さいため出し入れがしにくいのではない
かと感じる。反響板が上に移動できるのならいいのだ
が、大きな反響板が上からつってあるようには見えな
かった。また椅子や譜面台などの保管室もあった方が
いいのかと思うが、図面を見る限りでは見当たらない。
客席後方上に録音調整室があるが、そこへの順路も気
になった。ホール入り口を入ってすぐ右に螺旋階段が
あるのだがそれを使用するらしい。省スペースデザイ
ンなのかもしれないが、ちょっと違和感を感じた。ま
たホール内にロビーがないので休憩時に談話をするス
ペースが通路しかないこと。更にトイレも演奏者用し
かないので観客(生徒)はホールを一度出ないと用を足
せないことになり、それはちょっと問題があるのでは
ないかと思われる。設計上のミスだろうか。更に、演
奏時刻に遅れてきた生徒への対応もしずらいのではな
いかと思った。せめて入り口付近に演奏中のモニター
とスピーカーがほしい。それがあれば演奏中無理に入
ることもないだろうから。この室内楽ホールでは防音
性能は高いが、観客（生徒）への配慮に関しての設計
がほとんどなされていないように思えたのが残念な点
である。 
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 演奏棟から見た音楽学部棟、音楽学部棟ロビー部分 
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遮音設計資料、音楽大学の遮音仕様概要 
3.3 まとめ 
音楽学部棟及び室内楽ホールの通路はほぼ全面ガラ
ス張りになっており採光的にも見た目的にもいいのだ
が、それは逆に言えば夏季は暑く冬季は寒い状態にな
るのは必然である。更に、その通路は間接照明になっ
ており夕方からはやや照度不足ではないかと思われる。
デザイン性重視な造りは見た目には良いが、機能性で
はマイナス面も多いと感じざるをえない。実際にその
ようである。 
  ２階の音楽学部棟入り口辺りは１～３階が吹き抜け
になっており、見た目としては洒落た造りになっては
いるが、何故か掲示板がない。このあたりの設計も学
校としての機能をもう少し考えた造りになっていない
と利用者（教員及び生徒）が困るのではないかと思っ
た。 
  話を聞いていくと、地元の環境に関する反対運動な
どがあり、短期間での施工となったそうだ。そのため
設計を細かく見直すことができなかったようである。
完成後に使い勝手の悪い箇所が相当見つかったとのこ
とだった。事務の方も案内をしてくれた教授も同じ事
を言われていたが、校舎(建物)はデザイン性を重視す
るよりも機能性を重視しないといけないということだ
った。また防音に関しては、きちんとした防音をする
にはそれなりのコストが伴うということだった。音楽
大学という観点からして、資料の昭和音大新校舎にお
ける１室おきの浮遮音構造が防音的にも最善の方法だ
と思われる。次回は昭和音大を訪問したいと思う。 
【文責 小宮】 
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